






つくる力を求めます。私たちの考えるつくる力とは、観察する力・
考える力・伝える力を含みます。それは、 物事を観察し、全体を俯瞰
し、構造を読み取る力。課題を自らの手で見つけ出し、 なやかな感
性と自由な発想で自分の答えを見つける力。そして細部にこだわり、
美的なかたちにまとめあげ、社会に展開できる力です。

デザイン科・専攻は、つくる力を磨く努力をいとわず、つくる力で世
界を揺り動かそうとする強い意志をもつ学生の入学を期待しています。

 

 

 

 

 

 

1年生実技課題提出作品
（令和5年度「調べる」、「AIと芸術の未来」、「モチハコブカタチ」） より
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デザイン科が求める学生像
Admission Policy
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デザイン科の入試について

 

東京藝術大学美術学部デザイン科の入試選抜は、大学入試共通テスト、本学が実施する実
技検査、出身学校長から提出された調査書の各資料を総合して判定します。

実技検査は一次選抜として「鉛筆写生（石膏像デッサンまたは構成デッサンのどちらかを
選択）」を行い、一次選抜合格者のみが、二次選抜「デザイン I（色彩）」、「デザイン II（形体）」
を受験し、合格者を決定します。

詳細については『2025年度入学者選抜要項』をお読みください。

Entrance Examinations

令和6年度

 

一次試験 鉛筆写生（石膏像デッサン）

台上に置かれた石膏像
（モリエール）を与えられた
画用ボードに鉛筆デッサン
しなさい。

• 画用ボードは縦位置
とする

【問 題】

【条 件】
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• 画用ボードは縦位置とする
• 与えられたモチーフは画面内に各1点以上、描写すること
• 各折り紙の扱いは自由。パイナップルは加工しないこと
• 各折り紙は中身のみ使用し、パッケージは描写しないこと
• 折り紙のパッケージにある折り方手本などは、参考にしても良い

【条 件】

 

令和6年度

与えられたモチーフ（折り紙3種類、パイナップル）を自由に構成して、
与えられた画用ボードに鉛筆デッサンしなさい。

【問 題】

一次試験 鉛筆写生（構成デッサン）
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二次試験 デザインⅠ（色彩）

 

 

 

令和6年度

• 花以外のものが表現されていても良い
• 花は幾つ扱われていても良い
• イラストボード（B3サイズ）は横位置とする
• アイデアスケッチは配布された草案用紙（B4サイズ）
を使用すること

【条 件】【問 題】

世界に存在しない、
「あなたが空想する花」を構成要素として
色彩構成しなさい。
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「石膏像デッサン」と「構成デッサン」のどちらを選択すれば良い
のですか?

どちらが良いということはありません。また評価においても公平
性を保ち、優劣の差はありません。基礎描写力を前提としながら
もそれぞれの観点が異なります。自分の得意とする方を選んでく
ださい。

デザイン科の試験にデッサンを課するのは何故ですか?

デッサン（dessin）が語源的にデザインに近いといわれているこ
とでも分かるように、3次元モチーフを2次元の1枚の画面に収
めていくデッサンの技量は、マクロの視点から全体のコンポジ
ションを考える洞察力と構成力、事物を客観的に見る観察力、細
部にこだわる表現力、現場で起こる様々な制約を積極的に受け入
る適応力、完成までの計画性とそのプロセスなど、デザインの要
に大きく繋がるためです。

違反道具を使っている場合、どう対処されるのですか?

監督者からの警告を受け、その後も無視して使い続けた場合、退
場となります。その他の違反行為についても試験開始前に監督か
らの注意事項がありますので必ずよく聞いて従ってください。

試験室ごとに石膏像の汚れが違うことについてどう考えているの
でしょうか?

石膏像に限らずモチーフの状態については、監督者が全試験室を
見回って公平に実施できるよう確認しています。公平性を損なう
と考えられるモチーフは交換を行い対処しております。

授業料免除・入学料免除の制度があると聞きましたが、どのよう
なものですか?

本学には、経済的な理由、または学資負担者が1年前に死亡・被
災したことにより、授業料の納付が著しく困難であると認められ
る者に対し、選考のうえ、授業料の全額または半額を免除する制
度があります。入学料に関しても同様に、全額または半額を免除
する制度があります。逼迫した経済状態の者に対して選考のうえ、
入学料や授業料の徴収を猶予する制度もあります。また、 奨学金
も各種あります。
詳しくは東京藝術大学ウェブサイト（www.geidai.ac.jp）内の「学
生生活」の欄をご覧ください。

●  学生の声
私の家は母子家庭です。現在アルバイトをしていますが、授業料
免除を受けることにより、学業を第一に考えられる環境にいます。

大学生活は課題制作や実習、講義などによって構成されています。カリキュラム外にも藝祭、部活動、産学官連携事業、国際交流プ
ロジェクトなど多彩です。これらの企画は学生各々の選択によって自由に参加できます。大学や科はそれらの活動を支援する仕組み
や制度を設けています。

 

 

 

 

 

  

1. 学部入試について

専攻（グラフィックデザインやプロダクトデザインなど）に分か
れますか?

分かれません。ただし学年が進むにつれ、緩やかに専門性を追求
できるカリキュラムとなっています。総合的な視野をもったクリ
エーターを育成するために、最初から既存のデザイン領域に学生
を縛らず、自分の力で適性を見つける指導を行っています。大学
院では、学生は専門領域が違う10の研究室に属し、それぞれの
独自の研究 ・創作活動を行います。

他大学にはない藝大デザイン科の特長は?

1学年45人の少人数教育。教員と学生との距離の近さ。プロダ
クトデザイン、空間デザイン、環境デザイン、グラフィックデザ
イン、描画、映像など、さまざまな表現領域を学びながら進路が
決められるカリキュラムの幅の広さを持っています。音楽学部
や、他の美術領域の学科のそれぞれ才能あふれた学生との横の繋
がりが 生む創作環境も特徴です。

  

  

  

実技の使用道具の基準があいまいだと思うのですが?

平成25年度入試より、一次の鉛筆写生の使用道具を、「鉛筆写生
に必要な用具一式」とし使用道具の基準を広げることで、使用を
注意される基準が試験室・監督者によって違うといった懸念に対
処し、より公平・公正な試験を実現できるように配慮しました。
今後も基準の徹底を図っていきます。

障害のある入学志願者に対して特別措置はありますか?

事前相談の制度があります。詳細は『入学者選抜要項』を参照し
てください。事前相談は、直前では対応できないことがあります
ので、日数の余裕をもってご相談ください。

大学入試共通テストの結果はどのくらい比重がありますか?

採点に関することは一切公表できません。

なぜ、デザイン科の大学入学共通テストの必修科目に「情報」と
いう教科が加わったのですか？
「情報」という教科は、情報と情報技術を活用した問題発見と解
決および価値創造のための能力と知識を養うことを大きな目的と
しています。問題発見・解決および価値創造の能力は、デザイン
においても非常に大切な素養であり、デザインを学ぶ基礎として
「情報」を学んでおいてほしいと考えたからです。
※大学入試共通テストの科目についての詳細は、本学美術学部の
入学者選抜要項をご覧ください。

Q&A

2. 大学生活について
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IMJ
AOI Pro.
アクア
アクセンチュア
アッシュコンセプト
アプシィ
いすゞ自動車
イトーキ
一九堂印刷所
イリア
WOIL
エース
エイトブランディングデザイン
NHK
NHKアート
NECソリューションイノベータ
エポック社
OAR DESIGN
オカムラ
岡安泉照明設計事務所
オリエンタルランド
鹿島建設
カプコン
河淳
環境デザイン研究所
銀鳥産業
クリエイティブノルム

隈研吾建築都市設計事務所
ケンズ
講談社
国立印刷局
コクヨ
コズフィッシュ
ゴッドキッズ
コミカミノルタ
コロプラ
Cygames
サイバーエージェント
サンゲツ
GKグラフィックス
GK設計
資生堂
JT
スクウェア・エニックス
スローガン
セガ
船場
ソニー･インタラクティブエンタテインメント
ソニー･エンターテインメント
ソニー･ミュージックソリューションズ
ソニー
大日本印刷
たき工房
Takram

竹中工務店
丹青社
TANGE FILMS
チームラボ
DeNA
DNP生活空間
TBSテレビ
TSDO
テレビ朝日
電通
TOTO
東北新社
東洋製罐
凸版印刷
日産
日本アニメーション
日本 IBM
日本たばこ産業
日本デザインセンター
任天堂
乃村工藝社
ノムラデュオ
博報堂
BuzzFeed Japan
パナソニック
ハル研究所
バンダイ

バンダイナムコスタジオ
ぴえろ
日立製作所
富士フイルム
ヘルメス
ポーラ
ほぼ日刊イトイ新聞
本田技術研究所
ミキハウス
三菱重工業
三菱電機
MORIE
ヤフー
YAMAHA
UDS
ユー・アイズ・デザイン
吉田カバン
吉徳
Yom
ライティングプランナーアソシエーツ
ランドスケープデザイン
陸上自衛隊
LIXIL
リクルート
ロボット

デザイン科卒業生の進路は、大学院への進学 ・就職・フリーランス活動など様々です。就職においては、多くの魅力ある企業からの
採用があり、大手企業に就職する人もいます。また、教員や研究者になる人もいます。フリーランス活動としては、デザイナーの
みならずアーティストやクリエイターとして独立するなど、多様な進路があります。

◉主な就職企業リスト2017年~（大学院も含む）

どんな工房が使えますか?

デザイン科には、各学年の学生が課題などの制作を行うためのア
トリエがあります。その他に立体工房、平面映像工房があり、そ
れぞれの工房に専門の講師が常駐し、機材の使い方や制作のアド
バイスを行います。立体工房にはレーザーカッターや3Dプリン
ター、平面映像工房には大判プリンターや撮影スタジオが備わっ
ています。また、取手校地には、全科で利用できる共通工房があ
り、広いアトリエもあるため、より大きな作品を制作することが
できます。本学全学生が利用できる芸術情報センター（AMC）も
あります。（amc.geidai.ac.jp）

●  学生の声
立体工房と平面映像工房の二つの工房があります。どちらも講師
が常駐しているので、機材の使い方から作品の相談まで気軽に
できます。

卒業後について

 

 

学生寮はありますか?

はい。大学から電車で約20分の足立区東和に学生寮「藝心寮」が
あります。東京藝術大学ウェブサイト（www.geidai.ac.jp）内の「学
生生活」→「福利厚生・生活サポート」→「学生寮『藝心寮』」の欄を
ご覧ください。

●  学生の声
個々人の部屋は完全に分かれているため、単独での制作にも没頭
でき、共有スペースでは他科の人とも仲良くなれる良い環境です。

入学後に留学を考えていますが、可能ですか?

可能です。現在の留学制度の詳細は東京藝術大学ウェブサイト
（www.geidai.ac.jp）内の「学生生活」→「国際交流・留学」→「藝大
からの留学」の欄をご覧ください。

●  学生の声
藝大は幅広い分野に触れられる自由な場所です。自分にとっての
デザインと向き合う時間を沢山持てたことが、デンマークの
Design School Koldingへの留学へと繋がりました。
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発行 ：東京藝術大学美術学部デザイン科
デザイン ：平山義活
発行日 ：令和6年6月＿日

Ⅰ.藝大デザイン科に入って良かったこと
Ⅱ.受験生へのアドバイス

    
       

Ⅰ．集まる人みんなと仲良くなりたくなることです（現在奮闘中）。
デザインは手段を問わないので、様々な分野に興味のある人が集
まっているし、人より長けた知識や強い探究心のある藝大生という
オタク上位互換に興味が湧かないわけがないです。 

Ⅱ．他人のことを気にしすぎない。私はまじで本当に重要なことだ
け心に留めて、あとは自分が一番やりたいことをしてました。受験
期に見た上手な作品や先生が言ったこと、ここにあるアドバイスも、
信じたいことだけ覚えておいて、9割くらいは天才な貴方に任せて
みても……。

● 大谷 緑 1年生

Ⅰ．自分のやりたいと思ったことを叶えられる環境が揃っているこ
とです。様々な課題を通して自分の好きなことや興味のあることを
形にできて、個性豊かな同級生に刺激を受けながら好きを深められ
るのはとても良い環境だと思います。

Ⅱ．あまり欲張りすぎずに、自分の今できることを一つずつ試して
いくことが大切だと思います。不安や焦りを曖昧にしないで、信頼
できる人を頼って沢山話してみてください。応援しています。

● 瀬谷 悠介 1年生

Ⅰ．自分の好きなことを思う存分に追求できる環境です。充実した
設備や個性溢れるクラスメイトから刺激を受け、自分の視点や制作
の幅が広がるいい環境だと思います。

Ⅱ．観察を通して得られる発見や感動を大切にして下さい。普段か
ら色々なものに触れて、自分が何を魅力的に感じるかを理解するこ
とで、世界が広がって見えると思います。自分の好きだ ! と思う気
持ちを大切に全力で頑張って下さい !

● 多田 ブレイダン千洋 1年生

Ⅰ．与えられた課題に対して深く思考し、高い表現力で形にしてく
るクラスメイトと共に制作、共有できる環境に最も価値を感じます。
また、講評会は毎回が企画展のようになるので見ているだけでも本
当に楽しいし「もっとこう作りたい !」と創作意欲も刺激されます。

Ⅱ．私は地方出身なので、地方から受験される方にもぜひ頑張って
いただきたいです。多くの作品と比較できない環境で制作している
方もいらっしゃると思いますが、その分周りに流されず自分と向き
合えることもまた強みだと感じています。作品に対して真摯に、そ
して何よりも楽しみながら制作して欲しいです。

● 林 壮来 2年生

Ⅰ．すごくばらばらでとても濃い周りの人に囲まれて毎日刺激をも
らえること。

Ⅱ．息抜きを忘れずに頑張ってください。

● 藤本 楓 3年生

Ⅰ．自分の作りたいもののレベルを上げてくれるチャンス、友人 /

先生方、施設、道具に恵まれている点。そして「藝大生は変人」かと
思いきや、校風の自由度が高いのに “きちんとした定規”を持ってい
る人が多く治安が良い点。

Ⅱ．美大受験では日常生活における考え方も養うことができます。
例えばモチーフを俯瞰的に捉えたり物同士の関係性を観察したりす
る力は、人間関係や社会について考える際にも必要です。今の学び
は多方面に糧にできます。

● 安江 琳泉 3年生

Ⅰ．まず周りの人間が素晴らしいです。自分の作品にプライドを持
ち、人の作品に感動できる感性の豊かな方達で溢れています。作品
だけでなく、人間性までも磨かれます。好きなことを突き詰め、の
びのび制作ができることもいい点だと思います。

Ⅱ．些細なことにも感想を持ち、感動することが大切だと思います。
顔を上げて周りを見渡してみましょう。いつも歩いている道にも実
は知らないことが沢山隠れているはずです。

● 古久保 このは 4年生

Ⅰ．なんでもできてクラスメイトたちの多種多様な作品や考え方に
触れられるところです。みんな同じ一つの課題に向かって答えてい
るのに考え方やプロセス、出力される作品もみんな違くて面白いで
す。教授の方々もやりたいことをのびのびとやらせてくれるので
様々なことにチャレンジしやすいなと思います。

Ⅱ．大学に入ってからも自分がどういうものに興味があるのか、な
にが好きなのかということを考えることは多いです。受験の頃から
自分の好きなことを深掘りできるよう日々様々なことにアンテナを
張っておくと美大受験でも、その後も糧になると思います。最後ま
で自分をしっかり持って頑張ってください !

● 三品 希海 4年生

Ⅰ．周りの学生のレベルやモチベーションが高く、自分もより向上
心を持って生活できることです。また、先生に対して学生が少ない
点も、様々な授業をより深く学んでいける良い点だと感じています。

Ⅱ．どうしても周りと比べて落ち込んでしまうことがあると思いま
す。ですが、他人と比べるのではなく、自分と向き合って、自分に
集中することが大切だと思います。自分に足りていないものは何か、
反対に、得意なことは何なのか、よく分析して、自分の中で一歩ず
つ成長していってください ! 応援しています。

● 中村 香乃 1年生

Ⅰ．多くの刺激と学びに満ちていることです。自分にはできないよ
うな技術を持つ友人や、様々な創造的な発想を持つ仲間に囲まれて
過ごす毎日には、常に好奇心を掻き立てられます。クラスメイト一
人一人の頭の中を覗いてみたいです。

Ⅱ．自分の「好き」を大切にしてください。好きな色合い、好きな世
界観、好きなカタチ…。自分の「好き」なものって、魅力的で、拘り
を持つことができます。他の誰にも負けない、自分だけの強い拘り
を作品に込めること。その情熱と魅力は自然と観る人の心にも響く
はずです。頑張ってください !

● 川鍋 桃奈 2年生


